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平
成

２
５
年

１
１
月

７
日

高
等

教
育

局
私

学
部

参
事

官
室

学
校

法
人

会
計

基
準

の
改

正
に

つ
い

て
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Ⅰ
改

正
の

背
景

１
．

学
校

法
人

会
計

基
準

は
、

昭
和

４
６

年
制

定
以

来
、

①
私

立
学

校
の

財
政

基
盤

の
安

定
に

資
す

る
も

の
と

し
て

、

②
補

助
金

の
配

分
の

基
礎

と
な

る
も

の
と

し
て

、

広
く

実
務

に
定

着
し

て
い

る
。

２
．

一
方

で
制

定
以

来
４

０
年

が
経

過
し

、

①
社

会
・

経
済

状
況

の
大

き
な

変
化

、
会

計
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

等
を

踏
ま

え
た

様
々

な
他

の
会

計
基

準
の

改
正

、

②
私

学
を

取
り

巻
く

経
営

環
境

の
変

化
等

を
受

け
て

、

公
教

育
を

担
う

学
校

法
人

の
経

営
状

態
に

つ
い

て
、

社
会

に
よ

り
わ

か
り

や
す

く
説

明
で

き
る

仕
組

み
と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
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Ⅱ
改

正
の

趣
旨

２
．

改
正

の
考

え
方

①
学

校
法

人
の

作
成

す
る

計
算

書
類

等
の

内
容

が
よ

り
一

般
に

わ
か

り
や

す
く

、
社

会
か

ら
一

層
求

め
ら

れ
て

い
る

説
明

責
任

を
的

確
に

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。

②
学

校
法

人
の

適
切

な
経

営
判

断
に

一
層

資
す

る
も

の
と

す
る

。

１
．

現
状

維
持

す
る

部
分

①
私

立
学

校
の

特
性

を
踏

ま
え

、
そ

の
財

政
基

盤
の

安
定

を
図

る
仕

組
み

→
基

本
金

制
度

私
立

学
校

は
施

設
設

備
等

の
必

要
な

資
産

の
維

持
・

充
実

を
基

本
的

に
自

前
で

行
う

。
必
要

な
資

産
相

当
分

を
基

本
金

と
し

て
差

し
引

い
た

上
で

収
支

が
均

衡
す

る
か

を
見

る
。

②
私

学
助

成
を

受
け

る
学

校
法

人
が

適
正

な
会

計
処

理
を

行
う

た
め

の
統

一
的

な
会

計
処

理
の

基
準

→
資

金
収

支
計

算
書

等

○
平

成
２

５
年

１
月

の
「

学
校

法
人

会
計

基
準

の
在

り
方

に
関

す
る

検
討

会
(
H
2
4
.
8
～

H
2
5
.
1
)
」

の
報

告
書

に
基

づ
き

改
正

を
行

う
。

（
「

学
校

法
人

会
計

基
準

の
諸

課
題

に
関

す
る

検
討

会
(
H
2
0
.
3
～

H
2
4
.
3
)
」

）
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Ⅲ
改

正
省

令
・通

知
等

○
学

校
法

人
会

計
基

準
の

一
部

を
改

正
す

る
省

令
（

平
成

２
５

年
４

月
２

２
日

公
布

）

○
私

学
部

長
通

知
（

平
成

２
５

年
４

月
２

２
日

）
改

正
の

趣
旨

、
概

要

○
参

事
官

通
知

（
平

成
２

５
年

９
月

２
日

）
計

算
書

類
の

作
成

方
法

○
大

臣
裁

定
の

改
正

（
平

成
２

５
年

９
月

２
日

）
第

４
号

基
本

金
の

算
定

方
式

（
参
考

）
h
t
tp
:/
/
w
ww
.
me

x
t.

g
o.

jp
/
a
_m

e
nu

/
ko

u
to

u/
s
h
in

k
ou
/
07
0
21
40
3
/
13
3
39
2
1.
h
tm

●
日

本
公

認
会

計
士

協
会

の
実

務
指

針
（

平
成

年
月

日
）
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作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
算
書
類
は
以
下
の
と
お
り
。
（
財
務
３
表
）

○
資

金
収

支
計

算
書

資
金

収
支

内
訳

表
人

件
費

支
出

内
訳
表

○
消

費
収

支
計

算
書

消
費

収
支

内
訳

表

○
貸

借
対

照
表

固
定

資
産

明
細

表
借

入
金

明
細

表
基

本
金

明
細

表

○
資

金
収

支
計

算
書

資
金

収
支

内
訳

表
人

件
費

支
出

内
訳

表
活

動
区

分
資

金
収

支
計

算
書

○
事

業
活

動
収

支
計

算
書

事
業

活
動

収
支

内
訳

表

○
貸

借
対

照
表

固
定

資
産

明
細

表
借

入
金

明
細

表
基

本
金

明
細

表

Ⅳ
改

正
の

概
要

財
務

３
表

①

旧
新

135



○
資

金
収

支
計

算
書

の
目

的
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
す
べ
て
の
収
入
及
び
支
出
の
内
容
並
び
に

当
該
会
計
年
度
に
お
け
る

支
払
資
金
（
現
金
預
金
）
の
収
入
及
び
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
。

○
活
動
区
分
資
金
収
支
計

算
書

の
目
的

資
金
収
支
計
算
書
の
決
算
額
を
３
つ
の
活
動
区
分
ご
と
に
区
分
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

→
 
企
業
会
計
で
い
え
ば

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
に
相
当
す
る

○
消
費
収
支
計
算
書
の
目
的

当
該
会
計
年
度
の

消
費
収
入
及
び
消
費
支
出
の
内
容

及
び

均
衡
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

※
消
費
収
入

=
 
帰
属
収
入

－
基
本
金
組
入
額
な
の
で

基
本
金
組
入
額
の
均
衡
の
状
態

を
示
す
。

○
貸
借
対
照
表
の
目
的

当
該
会
計
年
度
末
の
財
政
状
態
（
運
用
形
態
と
調
達
源
泉
）
を
明
ら
か
に
す
る
。

○
事

業
活
動
収
支
計
算
書
の
目
的

当
該
会
計
年
度
の
活
動
に
対
応
す
る

事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動
支
出
の
内
容
及
び

基
本
金
組
入
後
の
均
衡
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

※
事
業
活
動
収
入

=
 
帰
属
収
入

事
業
活
動
支
出

=
 
消
費
支
出

→
 
企
業
会
計
で
い
え
ば
損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
が
、
学
校
法
人
は
営
利
目
的
で

は
な
く
、
収
支
均
衡
を
目
的
と
す
る
。

Ⅳ
改

正
の

概
要

財
務

３
表

②
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Ⅳ
改

正
の

概
要

①
-
A

１
．

活
動

区
分

資
金

収
支

計
算

書

○
資

金
収
支
計
算
書
を
組
み
替

え
て
、

現
金
預

金
の
流

れ
を
活

動
区
分

ご
と
に
把
握
す
る
。

１

収
入
・
支
出
ご
と
に
一
覧
表
示
し
、

予
算
管
理
を
行
う
た
め

現
金
預
金
の
動
き
に
つ
い
て
、

現
在
は
収
入
・
支
出
と
も
総
額
で
把
握
し
て
い
る
。

旧
新

近
年
の
施
設
設
備
の
高
度
化
・
財
務
活
動
の
多
様
化
に
対
応
し
て
、

活
動
区
分

ご
と
に
現
金
預
金
の
流
れ
を
区
分

３
つ
の
活
動
区
分
（
「
教
育
活
動
」
「
施
設
整
備
等
活
動
」
「
そ
の

他
の
活
動
」
）
ご
と
に
資
金
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

収
入

支
出

収
入

支
出

教
育

活
動

施
設

整
備

等
活

動

収
入

支
出

そ
の

他
の

活
動

収
入

支
出
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Ⅳ
改

正
の

概
要

①
-
B

通
常
の
経
営
状
態
の
法
人
は
本
業
の
「
教
育
活
動
」
が
プ
ラ
ス
、

「
施
設
整
備
等
活
動
」
は
マ
イ
ナ
ス
、
「
そ
の
他
の
活
動
」
は
資
金

の
不
足
分
を
借
入
金
で
調
達
し
て
い
れ
ば
プ
ラ
ス
、
過
去
の
借
入
金

を
返
済
し
て
い
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
よ
う
に
、
活
動
区
分
ご
と
の

資
金
の
流
れ
が
大
き
く
つ
か
め
る
。

「
教
育
活
動
」
で
あ
る
程
度
の
プ
ラ
ス
が
出
な
い
と
、
施
設
整
備
等

に
資
金
を
回
す
こ
と
が
で
き
ず
、
借
入
金
の
返
済
も
で
き
な
い
た
め

「
教
育
活
動
」
で
ど
の
く
ら
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
生
み
出
せ
て
い
る
か

が
重
要
で
あ
る
。

区
分

内
容

①
教

育
活

動
キ
ャ
シ
ュ
ベ
ー
ス
で
の
本
業
の
教
育
活
動
の
収
支
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
施

設
整

備
等

活
動

当
年
度
に
施
設
設
備
の
購
入
が
あ
っ
た
か
、
財
源
が
ど
う
だ
っ
た
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
そ

の
他

の
活

動
借
入
金
の
収
支
、
資
金
運
用
の
状
況
等
、
主
に
財
務
活
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

財
務

分
析

の
視

点

区
分

通
常

施
設

整
備

時
経

営
困

難

教
育

活
動

＋
＋

－

施
設

整
備

等
活

動
－

－
－

そ
の

他
の

活
動

＋
－

＋
－

＋
－

138



Ⅳ
改

正
の

概
要

②
-
A

従
来
は 臨
時
的
・
事
業
外
の
収
支
が
少
な
か
っ
た
。

現
在
は 収
入
・
支
出
と
も
総
額
で
把
握
し
て
い
る
。

旧
新

近
年
の

臨
時
・
事
業
外
の
収
支
の
増
加
を
踏
ま
え
て
、
区
分
経
理
を

導
入
し

収
支
を
経
常
的
な
も
の
と
臨
時
的
な
も
の
に
、

経
常
的
な
収
支
を
教
育
活
動
と
教
育
活
動
外
に
分
け
て
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る

教
育

活
動

収
支

教
育

活
動

外
収

支

特
別

収
支

２
．

事
業

活
動

収
支

計
算

書
（

１
）

区
分

経
理

○
経

常
的
及
び
臨
時
的
収
支
に

区
分
し

て
、
そ

れ
ぞ
れ

の
収
支

状
況
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

２

経
常

的
収

支
・臨

時
的

収
支

の
区

分
な

し
経

常
的

臨
時

的
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Ⅳ
改

正
の

概
要

③

３
．

事
業

活
動

収
支

計
算

書
（

２
）

基
本

金
組

入
前

当
年

度
収

支
差

額

○
基

本
金

組
入

れ
後

の
収

支
状

況
に

加
え

て
、

基
本

金
組

入
れ

前
の

収
支

状
況

も
表

示
す

る
こ

と

教
育

研
究
を
永
続
的
に
維
持
す
る
仕

組
み

を
収
支

計
算

に
取
り
入
れ
る
た
め

基
本

金
組
入
後
の
長
期
的
な
収
支
バ

ラ
ン

ス
を
見

る
の

に
適
し
た
収
支
差
額
の
み
表
示
し

て
い

い
た

近
年

の
私
学

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

毎
期

の
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
見
る
の
に
適
し
た
基
本
金
組
入
前
の
収
支
差

額
も

表
示
す

る
（
基
本
金
組
入
余
力
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
）

○
私

立
学
校
は
校
地
校
舎
等
の
維
持
す
べ

き
資
産

の
更
新
・

拡
充

に
必

要
な
資

金
を
基
本

的
に

自
前
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
維
持
で
き

て
い

る
か
を
財
務
的
に
把
握
す
る
仕
組
み

が
基
本

金
制
度
（

保
持

す
べ

き
資
産

相
当
の
金

額
を

差
し

引
い
て
収
支
差
額
を
計
算
す
る
）
で
あ
る
。

ゆ
え

に
基
本
金
組
入
後
の
収
支
が
バ
ラ
ン

ス
す
る

こ
と
が
望

ま
し

い
。

○
た

だ
し
、
基
本
金
組
入
額
は
各
年
度
の

施
設
設

備
の
取
得

状
況

の
変

動
に
伴

い
毎
年
度

大
幅

に
変
動
す
る
た
め
、
毎
年
度
の
基
本
金
組
入
後
の
収
支

差
額

も
毎
年
度
大
き
く
変
動
し
、
毎
年
度

の
収
支

バ
ラ
ン
ス

を
見

る
の

に
は
不

適
切
で
あ

り
、

過
年

度
分
も
含
め
繰
越
収
支
差
額
を
長
期
的
に
バ
ラ
ン

ス
さ

せ
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。

○
今

回
の
改
正
で
、
基
本
金
組
入
前
の
段

階
の
収

支
差
額
を

表
示

す
る

こ
と
で

、
長
期
的

な
収

支
バ
ラ
ン
ス
と
毎
年
度
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
両
方
が
計

算
書

類
上
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

３

旧
新
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Ⅳ
改

正
の

概
要

②
－

B

通
常
の
経
営
状
態
の

法
人
で
は
、
経
常
的
な
本
業
の
教
育
活
動
の
収

支
で
あ
る
「
教
育
活
動
収
支
」
が
プ
ラ
ス
で
「
経
常
収
支
」
も
プ
ラ

ス
、

ま
た
は
「
教
育
活
動

収
支
」
は
マ
イ
ナ
ス
だ
が
、
大
き
な
運
用
フ
ァ

ン
ド
を
持
っ
て
い
る

た
め
「
教
育
外
収
支
」
が
大
幅
な
プ
ラ
ス
に
な

り
、
「
経
常
収
支
」

は
プ
ラ
ス
に
な
る
法
人
も
あ
る
。

逆
に
「
教
育
活
動
収

支
」
は
プ
ラ
ス
だ
が
、
借
入
金
利
息
の
負
担
が

大
き
く
「
教
育
活
動

外
収
支
」
が
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
経
常

収
支
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
法
人
も
あ
る
。

ま
た
、
当
年
度
の
収

支
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
又
は
悪
化
の
原
因
が
、
経

常
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
年
度
か
ぎ
り
の
臨
時
的
な
要
素
に
よ

る
も
の
で
あ
る
か
も
わ
か
る
。

区
分

内
容

①
教

育
活

動
収

支
経
常
的
な
収
支
の
う
ち
、
本
業
の

教
育
活
動
の
収
支
状
況
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

②
教

育
活

動
外

収
支

経
常
的
な
収
支
の
う
ち
、
財
務
活

動
に
よ
る
収
支
状
況
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

③
=
 ①

＋
②

経
常

収
支

経
常
的
な
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

④
特

別
収

支
資
産
売
却
や
処
分
等
の
臨
時
的
な

収
支
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
基

本
金

組
入

前
当

年
度

収
支

差
額

毎
年
度
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
（
い
わ
ゆ
る
帰

属
収
支
差
額
比
率
）

基
本
金
組
入
額
相
当
の
収
支
差
額

が
必
要

⑥
基

本
金

組
入

額
学
校
法
人
を
継
続
的
に
維
持
す
る

た
め
に
、
必
要
な
資
産
の
額
を
保

持
す
る
た
め
の
組
入
額

⑦
当

年
度

収
支

差
額

長
期
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
旧
：
消
費
収
支

差
額
）

⑧
前

年
度

繰
越

収
支

差
額

㊈
翌

年
度

繰
越

収
支

差
額

財
務

分
析

の
視

点

区
分

通
常 Ａ

通
常 Ｂ

困
難 Ａ

困
難 Ｂ

教
育

活
動

収
支

＋
－

－
＋

教
育

活
動

外
収

支
＋

＋
＋

－

経
常

収
支

＋
＋

－
－
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④

４
．

貸
借

対
照

表
（

１
）

純
資

産
の

部

○
「

基
本

金
の

部
」

と
「

消
費

収
支

差
額

の
部

」
を

合
わ

せ
て

「
純

資
産

の
部

」
と

す
る

こ
と

。
→

 保
有

す
る

資
産

の
調

達
源

泉
（

他
人

資
本

・
自

己
資

本
）

を
明

確
に

す
る

。

４

資
産

の
部

１
０
０

負
債

の
部

２
０

基
本

金
の

部

７
０

消
費

収
支

差
額

の
部

１
０

他 人 資 本 自 己 資 本

純
資

産
の

部

８
０

負
債

の
部

２
０

資
産

の
部

１
０
０

旧
新

運
用

形
態

調
達

源
泉

運
用

形
態

調
達

源
泉
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⑤

５
．

第
４

号
基

本
金

の
金

額
に

相
当

す
る

資
金

を
有

し
て

い
な

い
場

合
の

注
記

○
第

４
号
基
本
金
の
金
額
に
相

当
す
る

資
金
を

年
度
末

時
点
で

有
し
て

い
な
い

場
合
に
は
、

そ
の
旨
と
対
応
策
を
注
記
す

る
も
の

と
す
る

こ
と

○
参

事
官

通
知

（
平

成
２

５
年

９
月

２
日

）
「
具
体
的
な
注

記
例

」
、

「
資
金
と

は
何

か
」

を
定
め
た
。

（
関

連
事

項
）

大
臣

裁
定

（
平

成
２

５
年

９
月

２
日

）
の

改
正

学
校
法

人
会
計

基
準

第
３

０
条
第
１

項
第

４
号

に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る

「
恒
常

的
に
保

持
す

べ
き

資
金
の
額

に
つ

い
て

」
を
、
以
下
の
２
つ
の
観
点
か
ら
改
正
。

①
算

定
の

基
礎

と
な

る
計
算

書
類
の

変
更

②
規

模
の

縮
小

に
よ

る
取
崩

し

※
第
４
号
基
本
金
（
第
３
０
条
第
１
項

第
４
号

）
と
は

「
恒
常

的
に
保

持
す
べ

き
資
金

と
し
て

別
に
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
額
」
で
あ
り
、

将
来
の
不
測
の
事
態
に
備
え
て

学
校

法
人
が

一
定
の
資

金
を

保
有

し
て
お

く
べ
き
と

い
う

考
え
に
よ
る
も
の
。

（
大
臣
裁
定
に
よ
り
１
か
月
分

の
ラ

ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト

を
第

４
号

基
本
金

と
し
て
定

め
て

い
る
。
）
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⑥

６
．

第
３

号
基

本
金

に
対

応
す

る
運

用
収

入
の

明
確

化

○
第

３
号
基
本
金
に
対
応
す
る

運
用
収

入
を
「

第
３
号

基
本
金

引
当
特

定
資
産
運
用
収
入
」
と
し
て
表
示
す
る
こ
と

６

奨
学

基
金

→
（

大
科
目
）
資
産

運
用
収

入
（
小
科
目
）
奨

学
基
金
運

用
収

入

そ
の

他
→

 （
大

科
目
）
資
産
運

用
収
入

（
小
科
目
）
受
取

利
息
・

配
当

金
収

入

○
基

金
果

実
の

表
示

（
資

金
収

支
計

算
書

）

（
旧

）
（

新
）

※
第

３
号

基
本
金
（
第
３
０
条
第
１
項
第
３
号

）
と
は

「
基
金

と
し
て

継
続
的

に
保
持

し
、
か

つ
、
運
用
す
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の
額
」
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
目
的
を
持
っ
た
運
用
フ
ァ
ン

ド
の

こ
と
。

全
て

の
基

金
共
通
の
科
目

→
（

大
科
目
）
受
取
利
息
・
配
当
金
収
入

（
小
科

目
）
第
３
号
基
本
金
引
当
特
定
資
産
運
用
収
入
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⑦

※
第

２
号
基
本
金
（
第
３
０
条
第
１
項

第
２
号

）
と
は

「
学
校

法
人
が

新
た
な

学
校
の

設
置
又

は
既
設
の
学
校
の
規
模
の
拡
大
若
し
く
は
教
育
の
充
実
向
上

の
た
め
に
将
来
取
得
す
る
固
定
資
産
の

取
得

に
充
て
る

金
銭

そ
の

他
の
資

産
の
額
」

で
あ

り
、

い
わ
ゆ
る
先
行
組
入

の
こ
と
。

第
１
号
基
本
金
（
第
３
０
条
第
１
項

第
１
号

）
が
校
地

校
舎

等
の

固
定
資

産
の
額
な

の
に

対
し

て
、
第
２
号
基
本
金
は

将
来
の
第
１
号
基
本
金
対
象
資
産

取
得
を
目
的
と
し
た
組
入
れ
で
あ
る
。

７
．

第
２

号
基

本
金

に
対

応
す

る
運

用
資

産
の

明
確

化

○
第

２
号
基
本
金
に
対
応
す

る
資
産

を
「
第

２
号
基

本
金
引

当
特
定

資
産
」

と
し
て
表
示
す
る
こ
と
。

７

資
産

の
部

固
定
資
産

そ
の
他
の
固
定
資
産

（
何
）
引
当
特
定

預
金

（
旧

）
（

新
）

資
産

の
部

固
定
資
産

特
定
資
産

第
２
号
基
本
金
引
当
特
定
資
産

（
例
）
施
設
設
備
引
当
特
定
資
産
、
又
は
、
計
画
が
複
数
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
即
し
た
具
体
的
名
称
を
付
し
て
表
示
。

（
例
）
名
称

の
統
一
。
計
画
が
複
数
あ
っ
て
も
合
算
し
て

こ
の

科
目
で
表
示
。

→
 一

方
で

、
内
訳
が
不
明
確
に
な
る
た
め

→
 Ⅳ

改
正

の
概
要
⑨
集
計
表
を
作
成
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⑧
８

．
貸

借
対

照
表

（
２

）
新

た
な

中
科

目
：

特
定

資
産

○
固

定
資

産
の

中
科

目
と

し
て

新
た

に
「

特
定

資
産

」
を

設
け

る
こ

と
→

「
（

何
）

引
当

特
定

資
産

」
の

よ
う

に
使

途
が

特
定

さ
れ

て
い

る
預

金
や

有
価

証
券

等
の

金
額

の
固

定
資

産
に

占
め

る
割

合
が

大
き

い
た

め
。

８

資
産

の
部

固
定
資
産

有
形
固
定
資
産

土
地

：
特
定
資
産

第
２
号
基
本
金
引
当
特
定
資
産

第
３
号
基
本
金
引
当
特
定
資
産

（
何
）
引
当
特
定
資
産

そ
の
他
の
固
定
資
産

借
地
権

電
話
加
入
権

施
設
利
用
権

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

有
価
証
券

収
益
事
業
元
入
金

長
期
貸
付
金

（
何
）

（
旧

）
（

新
）

資
産

の
部

固
定
資
産

有
形
固
定
資
産

土
地

：
そ
の
他
の
固
定
資

産
借
地
権

電
話
加
入
権

施
設
利
用
権

有
価
証
券

収
益
事
業
元
入
金

長
期
貸
付
金

（
何
）
引
当
特
定

預
金

第
３
号
基
本
金
引

当
資
産

（
何
）
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Ⅳ
改

正
の

概
要

⑨

９
．

第
２

号
基

本
金

及
び

第
３

号
基

本
金

の
集

計
表

○
第

２
号
基
本
金
、
第
３
号
基

本
金

に
組
入

れ
計
画

が
複
数

あ
る
場

合
に
、

新
た
に
集
計
表
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

様
式

第
一

の
一

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

 （
単

位
　

円
）
　

番
号

計
画

の
名

称
第

２
号

基
本

金
当

期
末

残
高

（
注

）
計

画
が

1
件

の
み

の
場

合
は

本
表

の
作

成
を

要
し

な
い

。

第
２

号
基

本
金

の
組

入
れ

に
係

る
計

画
集

計
表

計

様
式

第
一

の
二

第
　

２
　

号
　

基
　

本
　

金
　

の
　

組
　

入
　

れ
　

に
　

係
　

る
　

計
　

画
　

表

　
番

号
：
　

　
 （

単
位

　
円

）
　

計
画

の
名

称

 固
定

資
産

の
取

得
決

定
機

関
当

初
決

定
の

年
月

日
変

更
決

定
の

年
月

日
摘

　
　

　
　

　
　

要

 計
画

及
び

基
本

金

 組
入

計
画

の
決

定

 機
関

及
び

決
定

年

 月
日

 第
２

号
基

本
金

か

 固
定

資
産

の
取

得
取

得
予

定
年

度
取

得
年

度
取

得
額

 ら
第

１
号

基
本

金
摘

　
要

 計
画

及
び

そ
の

実
 へ

の
振

替
額

 行
状

況

 計
 計

 組
入

計
画

年
度

組
入

予
定

額
組

入
額

 摘
  

  
　

  
  

要

 況

　
計

 計
 第

２
号

基
本

金
当

期
末

残
高

（
注

）
１

．
取

得
予

定
固

定
資

産
の

所
要

見
込

総
額

を
、

当
該

摘
要

の
欄

に
記

載
す

る
。

　
　

　
２

．
組

入
予

定
額

及
び

組
入

額
は

、
組

入
計

画
年

度
ご

と
に

記
載

す
る

。

 基
本

金
組

入
計

画
 及

び
そ

の
実

行
状

取
得

予
定

固
定

資
産

　
　

　
　

　
　

 (
種

類
)

様
式

第
二

の
一

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

 （
単

位
　

円
）
　

番
号

基
金

の
名

称
第

３
号

基
本

金
当

期
末

残
高

（
注

）
計

画
が

1
件

の
み

の
場

合
は

本
表

の
作

成
を

要
し

な
い

。

第
３

号
基

本
金

引
当

特
定

資
産

運
用

収
入

第
３

号
基

本
金

の
組

入
れ

に
係

る
計

画
集

計
表

計

様
式

第
二

の
二

第
　

３
　

号
　

基
　

本
　

金
　

の
　

組
　

入
　

れ
　

に
　

係
　

る
　

計
　

画
　

表

　
番

号
：

　
　

 （
単

位
　

円
）

　

基
金

の
名

称

（
目

的
）

 
基

金
の

設
定

計
画

決
定

機
関

当
初

決
定

の
年

月
日

変
更

決
定

の
年

月
日

摘
　

　
　

　
　

　
要

 
及

び
基

本
金

組
入

 
計

画
の

決
定

機
関

 
及

び
決

定
年

月
日

 
基

金
を

運
用

し
て

 
行

う
事

業

 組
入

目
標

額

 組
入

計
画

年
度

 組
入

予
定

額
 
組

入
額

摘
　

　
　

　
　

　
要

 
況

　
計

 計

（
注

）
１

．
こ

の
計

画
表

は
、

組
入

額
が

組
入

目
標

額
に

達
す

る
ま

で
の

間
、

作
成

す
る

。

　
　

　
２

．
組

入
予

定
額

及
び

組
入

額
は

、
組

入
計

画
年

度
ご

と
に

記
載

す
る

。

様
式

第
二

の
三

第
　

３
　

号
　

基
　

本
　

金
　

の
　

組
　

入
　

れ
　

に
　

係
　

る
　

計
　

画
　

表

　
番

号
：

　
　

 （
単

位
　

円
）

　

基
金

の
名

称
基

金
設

定
計

画
の

当
初

決
定

の
年

月
日

基
金

の
期

首
額

基
金

の
期

末
額

摘
　

要

（
注

）
　

こ
の

計
画

表
は

、
当

年
度

の
基

本
金

組
入

額
が

、
基

金
の

運
用

果
実

の
事

業
使

用
残

額
又

は
学

校
法

人
の

　
　

　
募

集
に

よ
ら

な
い

特
別

寄
付

金
の

額
の

み
で

あ
る

場
合

に
、

様
式

第
二

の
二

に
代

え
て

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
　

　
（

た
だ

し
、

当
該

基
金

の
設

定
後

初
め

て
作

成
す

る
と

き
を

除
く

。
）

。

 
基

本
金

組
入

計
画

 
及

び
そ

の
実

行
状

  
 運

用
果

実
の

  
事

業
使

用
残

額
  

特
別

寄
付

金
の

額
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Ⅳ
改

正
の

概
要

⑩

１
０

．
消

費
支

出
準

備
金

の
廃

止

○
「

消
費

支
出

準
備

金
」

を
廃

止
す

る
こ

と

１
０

消
費

支
出

準
備

金
と

は
（

改
正

前
の

第
２

１
条

第
１

項
第

３
号

）

→
 特

定
の

会
計

年
度

の
消

費
支

出
に

充
当

す
る

た
め

に
留

保
す

る
準

備
金

を
い

う
。

①
事

業
活

動
収

支
計

算
書

に
お

い
て

、
区

分
経

理
を

導
入

し
、

経
常

的
な

収
支

と
臨

時
的

な
収

支
に

区
分

し
た

こ
と

。

②
実

務
上

の
使

用
実

績
が

ほ
と

ん
ど

な
い

こ
と

。

○
廃

止
理

由
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Ⅴ
改

正
省

令
に

関
す

る
参

事
官

通
知

等
の

概
要

１
．

「教
育

」と
は

、
改

正
前

同
様

、
研

究
を

含
む

も
の

と
す

る
。

２
．

「活
動

区
分

資
金

収
支

計
算

書
」の

区
分

の
定

義
教

育
活

動
に

よ
る

資
金

収
支

と
は

、
施

設
整

備
等

活
動

に
よ

る
資

金
収

支
、
そ

の
他

の
活

動
に

よ
る

資
金

収
支

（財
務

活
動

等
）を

除
い

た
も

の
を

い
う
。

３
．

「事
業

活
動

収
支

計
算

書
」の

区
分

の
定

義
教

育
活

動
収

支
と

は
、
経

常
的

な
収

支
の

う
ち

、
教

育
活

動
外

収
支

（財
務

活
動

等
）

を
除

い
た

も
の

を
い

う
。

特
別

収
支

と
は

、
特

殊
な

要
因

に
よ

っ
て

一
時

的
に

発
生

し
た

臨
時

的
な

収
支

で
、
資

産
処

分
差

額
等

を
い

う
。

Ⅰ
 用

語
の

定
義

１
．

固
定

資
産

の
評

価

２
．

有
価

証
券

の
評

価
換

え

大
規

模
な

災
害

等
に

よ
り
、
校

地
校

舎
等

の
固

定
資

産
が

使
用

が
困

難
と

な
り
、
か

つ
処

分
も

で
き

な
い

状
況

が
生

じ
て

お
り
、
そ

の
ま

ま
資

産
計

上
を

続
け

る
こ

と
は

財
政

状
態

を
適

切
に

表
さ

な
い

。
そ

の
た

め
、
現

に
使

用
す

る
こ

と
を

や
め

、
か

つ
将

来
も

転
用

す
る

な
ど

に
よ

り
、
使

用
す

る
予

定
が

な
い

も
の

に
つ

い
て

、
理

事
会

等
の

承
認

を
得

た
場

合
に

、
資

産
計

上
額

か
ら

除
く
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

し
た

。

有
価

証
券

は
、
取

得
価

額
と

比
較

し
て

そ
の

時
価

が
著

し
く
低

く
な

っ
た

場
合

に
は

、
回

復
が

認
め

ら
れ

る
と

き
を

除
き

、
時

価
に

よ
っ

て
評

価
す

る
。

下
落

率
が

5
0
%
以

上
の

場
合

は
、
特

に
合

理
的

と
認

め
ら

れ
る

理
由

が
示

さ
れ

な
い

限
り
、
回

復
が

可
能

と
認

め
な

い
も

の
と

す
る

等
の

取
扱

い
を

定
め

た
。

Ⅱ
 会

計
処

理
の

取
扱

い

Ⅲ
注

記
事

項
の

追
加

１
．

有
価

証
券

の
時

価
情

報
の

充
実

２
．

学
校

法
人

間
取

引
に

つ
い

て
の

注
記

現
状

の
時

価
情

報
に

加
え

て
有

価
証

券
の

種
類

ご
と

の
時

価
情

報
も

表
示

※
種

類
と

は
債

券
、
株

式
、
投

資
信

託
、
貸

付
信

託
、
そ

の
他

を
い

う
。

学
校

法
人

の
経

営
状

態
等

の
透

明
性

を
高

め
る

た
め

に
、
学

校
法

人
間

の
取

引
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る
。

※
学

校
法

人
間

取
引

と
は

、
学

校
法

人
間

で
の

貸
付

け
、
借

入
れ

、
寄

付
金

（現
物

寄
付

を
含

む
）
、
人

件
費

等
の

負
担

及
び

債
務

保
証

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

取
引

を
い

う
。

Ⅳ
第

４
号

基
本

金
の

算
定

式
の

変
更

（大
臣

裁
定

）

１
．

算
定

の
基

礎
と

な
る

計
算

書
類

の
変

更

２
．

規
模

の
縮

小
に

よ
る

取
崩

し

消
費

収
支

計
算

書
が

事
業

活
動

収
支

計
算

書
に

変
更

さ
れ

た
た

め
、
算

定
式

を
変

更
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
算

定
の

基
礎

が
人

件
費

等
の

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト
の

内
、
経

常
的

な
支

出
に

限
定

さ
れ

た
。

従
来

、
当

年
度

の
計

算
額

が
大

幅
に

減
少

し
て

も
、
前

年
度

の
基

本
金

の
額

を
維

持
し

て
い

た
。

し
か

し
、
前

年
度

に
比

べ
て

2
0
％

を
超

え
て

減
少

し
た

場
合

に
は

、
一

時
的

な
減

少
で

は
な

く
学

校
法

人
の

規
模

が
減

少
し

た
も

の
と

み
な

し
て

、
取

崩
し

の
対

象
と

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
と

し
た

。
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Ⅵ
施

行
・ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

○
平

成
２

７
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

し
、

平
成

２
７

年
度

の
計

算
書

類
等

か
ら

適
用

す
る

。

○
知

事
所

轄
法

人
は

施
行

日
か

ら
１

年
間

の
猶

予
を

置
き

、
平

成
２

８
年

度
の

計
算

書
類

等
か

ら
適

用
す

る
。
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